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第１回　平成の米子市都市景観施設賞　受賞施設
　「平成の米子市都市景観施設賞」とは、米子市
内で平成元年以降に新築、改築、改修され、良好
な都市景観の形成に貢献していると認められる施
設を募集し、優秀な施設を表彰するものです。
　現在、第２回目の都市景観施設賞の募集をして
います。募集期間は 11月30日（水）まで。
　くわしくは、米子市ホームページでご確認いた
だくか、都市計画課景観係（市役所本庁舎２階☎
２３－５２００）にお問い合わせください。

THE  PARK
建築主　（有）THINK＆ CO．
設計者　SAKADESIGN
施工者　（株）ベリー
所在地　東倉吉町56

スタイリッシュステージ上後藤
建築主　積水ハウス（株）山陰支店
設計者　積水ハウス（株）山陰支店
施工者　積水ハウス（株）山陰支店
所在地　上後藤６丁目地内

善五郎蔵
建築主　石賀治彦
設計者　（株）寺本建築・都市研究所
施工者　荒濱建築工務店（有）
所在地　法勝寺町22



平成22年度決算の状況
　平成22年度の決算がまとまり、議会の認定を受けるため、市議会９月定例会に上程しましたので、概要についてお知らせ
します。なお、数値は項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

　　一般会計決算額
　平成22年度の一般会計決算は、歳入の総額が 593億7,614万円、歳出の総額が 578億 6,713万円となり、翌年度へ繰
り越した事業を実施するための財源を除いた実質収支は、13億3,272万円で、黒字決算となりました。

　財政用語の解説
一般会計…市税を主な財源とし、福祉や教育、道路整備など市政の基本的な施策に係る経費の合計
特別会計…国民健康保険事業や介護保険事業など、保険料をはじめとした特定の財源により賄われ、一般会計と区別して経理する会計
繰上充用…歳入が歳出に不足する場合に、翌年度の歳入を繰り上げて、その年度の歳入に充てること
実質収支…歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた決算額
収益的収支…水道事業の運営に伴う収入と、それに要した経費の収支。単年度での経営状況を示します。
資本的収支…配水管の布設や更新、配水池の建設など、施設整備に要した経費と、賄った財源の収入をいいます。

市 民 １ 人 当 た り の
サービスに使ったお金

38万9,004円
※歳出総額を平成23年3月31日
現在の人口で除して算出

▼福祉のためのお金は ⇒ 193億5,743万円（市民１人当たり 13万128円）

▼消防業務のためのお金は ⇒ 16億9,998万円（市民１人当たり１万 1,428円）

▼健康診断 ･予防接種、特別医療などに使われたお金は ⇒ 11億7,118万円
（市民１人当たり 7,873円）

▼教育費のうち学校教育に使われたお金は ⇒ 29億 371万円
　小学生（8,719人）１人当たり 12万9,874円、中学生（4,284人）１人当たり 41万 3,478円

▼学校給食に使われたお金は ⇒４億 5,467万円
平成23年3月31日現在の
米子市住民基本台帳人口

14万8,757人



　　特別会計決算額
赤字決算になった会計は、翌年度（23年度）の歳入から繰上充用して補てんしました。

会 計 名 歳 入 Ａ 歳 出 Ｂ 収支差引額（Ａ－Ｂ）対前年度比
国 民 健 康 保 険 事 業 145億7,916万円 148億8,166万円 4.5% ▲ 3億 250万円
南 公 園 事 業 3,845万円 3,845万円 594.3% 0円
住 宅 資 金 貸 付 事 業 1,981万円 2億2,752万円 ▲ 14.2% ▲ 2億 771万円
土 地 取 得 事 業 6,222万円 6,222万円 403.2% 0円
下 水 道 事 業 67億5,346万円 72億 2,189万円 ▲ 21.0% ▲ 4億6,843万円
高 齢 者 住 宅 整 備 資 金 貸 付 事 業 939万円 939万円 1647.4% 0円
老 人 保 健 事 業 1,092万円 1,092万円 ▲ 58.2% 0円
駐 車 場 事 業 2億 187万円 6億6,344万円 2.8% ▲ 4億6,157万円
農 業 集 落 排 水 事 業 7億1,977万円 7億1,977万円 ▲ 6.7% 0円
流 通 業 務 団 地 整 備 事 業 1億2,250万円 39億8,633万円 ▲ 0.2% ▲ 38億6,383万円
市 営 墓 地 整 備 事 業 5,722万円 1億3,114万円 4.7% ▲ 7,392万円
介 護 保 険 事 業 112億4,518万円 110億5,294万円 2.1% 1億9,224万円
市 営 墓 苑 事 業 1,097万円 1,097万円 535.1% 0円
後 期 高 齢 者 医 療 14億5,371万円 14億4,338万円 1.1% 1,033万円

　　企業会計
　上水道事業
　平成22年度の業務量は、給水戸数７万2,053戸、年間総配水量 2,460万4,069立方メートル、給水量 2,244万4,573立方メー
トルで、有収率※は 91.2％となりました。改良事業では、都市計画事業、下水道事業などの実施に伴うものを含め口径 25ミリメー
トルから 300 ミリメートルまでの配水管を 7,949メートル布設しました。また口径 75ミリメートルから 300ミリメートルまで
の配水管を災害対策として 502メートル布設し、老朽管を 3,384メートル布設替し、配水管網の充実を図りました。なお、純利
益となる収益的収支の差は４億 4,773万円でした。また、資本的収支の収入不足は減価償却費・利益剰余金で補てんしました。
※有収率…配水量のうち、料金収入のある水量をあらわすものです。料金収入にならない水は、水道事業用に使われた水、消火用水あるいは漏水などです。

　工業用水道事業
１日 1,800立方メートル、
年間 65万7,000立方メー
トルの工業用水を供給す
るとともに、水道施設の
保守管理を行ない、契約
水量の安定・確保を図り
ました。

一般会計の市債残高
657億5,537万円

道 路 ･ 橋 り ょ う ･ 河 川・ 公 園 150億8,866万円
学 校・ 公 民 館 な ど の 教 育 施 設 69億6,461万円
清 掃 工 場 な ど の ご み 処 理 施 設 50億4,189万円
市 営 住 宅 26億5,011万円
消防署・ポンプ車などの消防施設 9億5,086万円
ふれあいの里・保育園などの福祉施設 12億 294万円
災 害 復 旧 21億8,698万円
そ の 他 141億8,375万円
特 別 な 市 債 ※ 174億8,557万円

※本来、国が現金で交
付すべきもの等につい
て、市が借金して賄っ
ているもの。
返済のためのお金は、
地方交付税として国か
ら補てんされます。

◆市の借金
　米子市の平成 22 年度末市債残高（一般会計）は、約 658 億円です。一般会計の市債残高は、昨年より
も約１億円減少しました。

資本的収支

収入　1,000万円

長期貸付金戻入　1,000万円
　　　　　　　　　　　（100.0%）

支出　0円

収益的収支

収入
33億6,991万円

その他
2億7,696万円

（8.2%）

その他
4億 532万円

（13.9%）

人件費
9億4,051万円
 (32.2%)

維持修繕費及び動力費
3億8,876万円
(13.3%)

水道料金
30億9,295万円

（91.8%）

減価償却費及び
支払利息
11億8,759万円
(40.6%)

支出
29億2,218万円

資本的収支

収入
3億9,661万円

企業債
1億9,520万円

（49.2%）

国庫補助金
1,738万円（4.4%）

企業債償還金
10億1,068万円（63.4%）

工事負担金等
1億8,403万円

（46.4%）

建設改良費
5億8,279万円

（36.6%）

支出
15億9,347万円

収益的収支

収入　1,922万円

総括業務費
922万円

（54.3%）

受取利息等
82万円

（4.3%）

減価償却費
53万円（3.1%）

維持管理費等
724万円（42.6%）

支出　1,699万円

工業用水道料金
1,840万円（95.7%）

＊工事負担金等には、地域活性化・公共投資臨時交付金を含みます。



財政の健全性に関する比率を公表します
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、４つの健全化判断比率と資金不足比率を公表します。
　この比率は、自治体の財政の悪化の兆候を見つけて、早めに財政状況を改善させることにより破綻を未然に防
ぐことを目的として、国が法律で定めたものです。
　財政状況の判断基準は２段階で、４つの健全化判断比率のうち、１つでも黄色信号である「早期健全化基準」
を上回った市町村は、財政健全化計画を定めて、自主的に財政の健全化に取り組むことになります。
　また、４つの比率のうち１つでも赤信号である「財政再生基準」以上になると、国の監督の下で財政再建に取
り組むこととなります。

【米子市の健全化判断比率】
　平成22年度決算における米子市の健全化判断比率は、
いずれの比率も早期健全化基準を下回っています。

指 標 ・ 説 明 米 子 市 早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

実 質 赤 字 比 率 標準財政規模に対する一般会計
などの赤字の割合 赤字なし 11.76% 以上 20.00% 以上

連結実質赤字比率 標準財政規模に対する全会計の
赤字の割合 1.60％ 16.76% 以上 35.00% 以上

実 質 公 債 費 比 率 標準財政規模に対する１年間で
支払った借入金返済額などの割合 20.8% 25.0% 以上 35.0% 以上

将 来 負 担 比 率 標準財政規模に対する将来市が
支払う借入金返済額などの割合 189.5% 350.0% 以上

【資金不足比率】…公営企業ごとの事業規模に対する資金不足額の割合

　流通業務団地整備事業特別会計においては、資金不足比率が経営健全化基準を上回っているため、平成21年
度に策定した経営健全化計画に基づいた取組を進めています。

公営企業会計名 米 子 市 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 資金不足なし

20.0% 以上

工 業 用 水 道 事 業 会 計 資金不足なし

下 水 道 事 業 特 別 会 計 資金不足なし

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 資金不足なし

流 通 業 務 団 地 整 備 事 業 特 別 会 計 67.5%

標準財政規模とは
自治体が通常の行政サービスを提供するために必要な一般財源をどの程度持っているのかを表す指標で、
市税と普通交付税が主なものです。

※健全化判断比率・資金不足比率の算定方法は、米子市ホームページの「健全化判断比率・資金不足比率」に掲
載しています。（URL　http://www.city.yonago.lg.jp/8410.htm）

■問合せ　財政課（☎２３－５３２２）



　　近隣都市や類似団体との比較（平成22年度決算）

（普通会計ベース）

経常収支比率（％） 市民１人あたり基金現在高（円） 市民１人あたり市債現在高（円）
米子市 92.2 米子市 24,566 米子市 448,545

類似団体平均 86.6 類似団体平均 61,593 類似団体平均 486,683
鳥取市 80.9 鳥取市 55,487 鳥取市 558,052
倉吉市 92.5 倉吉市 81,766 倉吉市 540,178
境港市 88.6 境港市 129,084 境港市 358,992

　財政構造の弾力性（ゆとり）を
判断するための指標で、数値が大
きいほど財政の硬直化が進んでい
ることを示します。
 使途を制限されない経常的な収入
（地方税、普通交付税等の毎年収
入される性質の収入）に対する経
常的な支出（人件費、公債費、扶
助費等の毎年経常的に支出される
もの）の割合が低いほど、財政に
ゆとりがあり、さまざまな状況の
変化に柔軟に対応できることを示
します。

 市民１人当たりの基金(一般家庭でい
うところの貯金）現在高で、次の基金
を合計したものです。

▼ 財政調整基金…将来における財政
の健全な運営に役立てるために積み
立てられるもの

▼ 減債基金…将来における市債の償
還に充てるために積み立てられるも
の

▼ その他特定目的基金…社会福祉の
充実や、環境の保全など、特定の目
的のために積み立てられるもの

市民１人当たりの市債（一般家庭で
いうところの借金）現在高（普通会
計負担分）で、将来負担の適正度を
みることができます。

◆普通会計
全国の市町村と比較できるように、
統一的な基準に基づいた会計区分の
ことで、米子市の場合は、「一般会
計」に「南公園事業特別会計」を
はじめとする６つの特別会計と「駐
車場事業特別会計のうちの駐輪場部
分」を合わせた会計をいいます。

財政力指数 人口1,000人あたりの職員数（人）
米子市 0.67 米子市 4.85

類似団体平均 0.64 類似団体平均 6.06
鳥取市 0.53 鳥取市 6.37
倉吉市 0.43 倉吉市 7.08
境港市 0.52 境港市 6.23

　地方公共団体の財政力を示す指
数で、高いほど普通交付税算定上
の留保財源が大きいことになり、
財源に余裕があるといえます。指
数が１を超える地方公共団体は普
通交付税の不交付団体となりま
す。
※普通交付税…地方交付税の主体を
なすもので、各地方公共団体の標準
的な財政需要に対して財政収入が不
足する場合に、その財源不足額を一
定の方法によって算定し、交付する
ものです。

人口1,000人あたりの職員数（特別職
を除く）で、この指標を類似団体と比
較することで職員数の適正度をみる
ことができます。

類似団体とは…
　全国の市町村を「人口」、「産業構造」の２要素の組合せによって類型ごとに分類したもので、米子市（平成22年度国
勢調査 148,090人）は人口 10万人～ 15万人までで、第２次産業と第３次産業の合計が 95％未満（うち第３次産業が
55％以上）の類型の都市になります。
　なお、今回の比較では、類似団体の中からさらに「地方交付税種地」が同一の団体を選びました。「地方交付税種地」
とは、市町村の都市化の度合いによって分類されるもので、都市的形態の程度に応じて異なる地方公共団体の経費の差
を反映しています。

※類似団体は、平成22年度地方財政状況調査をもとに算出した速報値（平成23年８月31日現在）です。



■とき　15日（土）、16日（日）、20日（木）、23日（日）　■ところ　ふれあいの里
鳥取県西部医師会をはじめ多くの関係団体の協力を得て実施しています。
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し
て
は
「
不
満
」
に
感
じ
て
い
る

人
が
多
い
の
は
何
故
な
の
で
し
ょ
う

か
？

　
「
生
命
は
限
り
有
る
も
の
」
と
日
頃

か
ら
意
識
し
て
生
き
る
こ
と
が
大
切

で
す
。『
死
』
を
タ
ブ
ー
視
せ
ず
人
生

最
後
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
逝
く
人
も
、
残
さ

れ
る
人
も
『
良
い
人
生
だ
っ
た
』
と

最
後
に
云い

え
る
為た

め

に
…
。

■
子
育
て
講
演
会　

●
16
日
㈰　

午
後
２
時
～　

１
階
大
会
議
室　

▼
「
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に
」

　
～
子
ど
も
の
心
に
気
づ
く
と
き
～

講
師　

児
童
文
学
作
家　

く
す
の
き

し
げ
の
り　
さ
ん

　

作
者
自
身
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
と
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
の
動
き
に

気
づ
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
対

策
課
（
☎
23
―
５
４
５
４
）
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。10
月
１
日
受
付
開
始
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■「
骨
と
関
節
の
日
」特
別
講
演
会

●
23
日
㈰　

午
後
２
時
～　

１
階
大

会
議
室

▼
「
お
ひ
ざ
の
痛
み
と
の
つ
き
合
い

か
た
」

講
師　

鳥
取
大
学
医
学
部
付
属
病
院

整
形
外
科　

講
師　

大お
お
つ
き
り
ょ
う
じ

槻
亮
二
さ
ん

　

中
・
高
齢
者
の
膝
関
節
の
痛
み
の

原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
は
変
形
性

膝
関
節
症
で
す
。
そ
の
患
者
数
は
全

国
で
８
０
０
万
人
と
も
１
０
０
０
万

人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
病

気
は
怖
い
病
気
や
悪
い
病
気
で
は
な

い
の
で
す
が
、
一
種
の
老
化
現
象
で

す
の
で
、
残
念
な
が
ら
完
治
は
難
し

い
で
す
。
症
状
に
応
じ
て
、
適
切
な

時
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
な
が

ら
、
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
講
演
で
は
、
病
気
の

原
因
や
症
状
・
治
療
法
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

第
22
回
子
ど
も
の
健
康
週
間
行
事

絵
本
を
読
ん
で

演
奏
を
楽
し
む
会

●
20
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時　

１
階

大
会
議
室

　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
の
成
長
に
ミ
ル
ク

が
必
要
な
よ
う
に
、
心
も
元
気
に
育

つ
た
め
に
は
、
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
と

た
く
さ
ん
の
言
葉
が
必
要
で
す
。
音
楽

も
言
葉
で
す
。
生
の
音
楽
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
か
ら
だ
全
体
を
包
ん
で
最
高
の

喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
１
９
９
２

年
に
英
国
で
始
ま
っ
た｢

ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト｣

と
呼
ば
れ
る
運
動
を
お
手

本
に
、
ど
ん
な
絵
本
を
ど
ん
な
ふ
う

に
読
ん
だ
ら
よ
い
の
か
、
安
ら
ぎ
の

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
実
際
に
そ
の
一

例
を
見
て
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
演
奏

チ
ェ
ロ
／
博
愛
病
院
小
児
科
医
師　

原は
ら

田だ

友ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん　

ピ
ア
ノ
／
米
子

管
弦
楽
団　

本ほ
ん

田だ

ゆ

み

こ

祐
美
子
さ
ん　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
米
子
管
弦
楽
団　

楢な
ら
も
と本
ひ
と
み
さ
ん　

／
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

米
子
市
立
図
書
館
司
書

中な
か

井い

し

ほ

志
保　

赤あ
か
さ
き
な
お

崎
直
子こ

鳥取県道路交通法施行細則の一部改正に伴い、平成23年10月１日から罰則（５万円以下の罰金）が適用されます。

自転車運転中の傘差し
雨の日は雨着
を着用して運
転しましょう。
日傘も違反と
なります。

自転車運転中の携帯電話の使用等
携帯電話を手に
持って通話したり、
画像を注視しなが
ら運転してはいけ
ません。

有効な警音器を備えていない
自転車の運転

有効な（音のよく鳴
る）警音器を備えて
いない自転車を運転
してはいけません。

■問合せ　米子警察署（☎３３－０１１０）　市役所防災安全課（☎２３－５３３９）



が
ん
を
知
る
展

～
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
～

●
15
日
㈯
～
24
日
㈪　

１
階
ロ
ビ
ー

　

米
子
市
で
は
、
本
年
６
月
、
米
子

信
用
金
庫
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
（
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
）
と
「
が
ん

検
診
普
及
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
し
、
が
ん
の
正
し
い
理
解

と
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
が
ん
を
知
る
展
」
で
は
、
ア
フ

ラ
ッ
ク
の
協
賛
に
よ
り
、
パ
ネ
ル
や

パ
ソ
コ
ン
モ
ニ
タ
ー
、
乳
が
ん
触
診

モ
デ
ル
な
ど
を
使
っ
て
、「
が
ん
」

の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
予
防
・
最
新

治
療
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
展
示
し

ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
が
ん
と
闘
う
子
ど
も

た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
も
同
時
開
催

し
ま
す
。

▼
会
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く

だ
さ
っ
た
方
（
先
着
100
名
）
に
ア
フ

ラ
ッ
ク
ダ
ッ
ク
携
帯
ク
リ
ー
ナ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
15
日
の
み
）

体
験
コ
ー
ナ
ー

●
15
日
㈯
※
開
催
時
間
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

■
歌
っ
て
健
康
若
が
え
り
教
室　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
50
分
・
１

階
大
会
議
室

「
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま

し
ょ
う
」
／
歌
の
指
導
：
下し

も

田だ

公き
み

夫お

さ
ん
（
要
資
料
代
100
円
）

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
＆
す

く
す
く
相
談　

秋
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

午
前
９
時
～
11
時
・
３
階
保
健
指
導

室中
高
生
と
パ
パ
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

体
験
、
も
く
浴
体
験
、
お
も
ち
ゃ

作
り
＆
乳
幼
児
の
身
体
計
測
、

お
っ
ぱ
い
相
談
・
歯
の
相
談
、
栄

養
相
談
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

パ
パ
と
マ
マ
を
す
こ
し
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

中
高
生
・
保
護
者
の

方
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

午
前
10
時
～
正
午
・
４
階
中
会
議
室

パ
ン
、ク
ッ
キ
ー
、焼
き
ド
ー
ナ
ッ

ツ
、
手
作
り
小
物
、
日
用
品
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
売
り
出
し
ま
す
。

参
加
団
体
：
あ
か
り
広
場
、
あ
ん

ず
・
あ
ぷ
り
こ
、
お
お
ぞ
ら
、
こ

こ
ろ
の
広
場
、
食
生
活
改
善
推
進

員
会
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
、
ポ
プ
ラ
の
会
、
も
み

の
き
作
業
所
、
淀
江
作
業
所
、
よ

な
ご
大
平
園
・
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
、

吾
亦
紅

■
さ
わ
や
か
「
若
さ
」
測
定

午
前
９
時
30
分
～
正
午
・
３
階
運

動
指
導
室

鳥
取
大
学
病
態
運
動
学
教
室
の
応
援

で
健
康
体
力
測
定
を
行
な
い
ま
す
。

ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
を
忘
れ
ず
に
！

■
み
そ
汁
の
塩
分
を
比
べ
て
み
よ
う
！

＆
食
品
の
カ
ル
シ
ウ
ム
当
て
ク
イ
ズ　

午
前
10
時
～
正
午
・
１
階
ロ
ビ
ー

正
解
の
方
に
は
景
品
あ
り
！

■
鳥
取
県
臨
床
検
査
技
師
会
糖
尿
病

無
料
検
査
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
～
正
午
・
１
階
ロ
ビ
ー

血
糖
値
検
査
、
尿
検
査
の
後
、
医

師
等
に
よ
る
診
断
と
指
導
を
行
な

い
ま
す
。
先
着
100
名
。

■
鳥
取
県
栄
養
士
会
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
～
正
午
・
３
階
ロ
ビ
ー

体
験
し
て
み
よ
う
！
＆
栄
養
相
談

▼
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー･･･

き
ち

ん
と
手
洗
い
で
き
て
い
ま
す
か
？ 

目
で
見
て
実
感
し
ま
し
ょ
う
！

▼
野
菜
350
ｇ
を
量
っ
て
み
よ
う

･･･

一
日
に
必
要
な
野
菜
の
量
を

ご
存
知
で
す
か
？

■
紙
芝
居
「
く
し
ゃ
く
し
ゃ
笑
顔
と

や
さ
し
顔
」

午
前
10
時
～
正
午
・
２
階
作
業
療

法
室

地
域
で
認
知
症
を
理
解
し
て
い
く

た
め
の
紙
芝
居
で
す
。

■
鳥
取
県
臓
器
バ
ン
ク
相
談
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
～
正
午
・
１
階
ロ
ビ
ー

臓
器
提
供
に
関
心
の
あ
る
方
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

午
前
10
時
～
正
午
・
１
階
ロ
ビ
ー
他

知
っ
て
驚
き
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

参
加
賞
あ
り
！

パ
ネ
ル
展
示

●
15
日
㈯　

終
日　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
コ
ー

ナ
ー
、
ハ
ン
セ
ン
病
パ
ネ
ル
展
、
消

費
者
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展
、
献
血
パ

ネ
ル
展

問
合
せ

健
康
対
策
課（
☎
23
―
５
４
５
１
）

同
時
開
催
！

ふ
れ
あ
い
の
里
指
定
管
理
者
自
主
事
業

「
ハ
ッ
ピ
ー
餅
の

振
舞
い
コ
ー
ナ
ー
」

餅
つ
き
実
演

●
15
日
㈯
正
午
～
・
ふ
れ
あ
い

の
里
１
階

つ
き
た
て
の
ハ
ッ
ピ
ー
紅
白
餅

を
、
ご
来
館
の
皆
さ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
の
里

（
☎
23
―
５
４
９
１
）

国民年金の保険料は忘れずに納めましょう　保険料納付は年金を受取るための大切なポイントです！
　20歳以上 60歳未満で厚生年金保険や共済組合に加入していない方（加入している配偶者に扶養されている方を除きます。）は、第
１号被保険者として国民年金への加入手続きを行ない、保険料の納付を行なってください。また、所得等が少ないなどの理由で保険
料の全額・一部免除、学生納付特例、若年者猶予の申請を希望される方は、手続きを行なっていただく必要があります。
　保険料の未納期間や制度への未加入期間があると、万一の場合の障害年金や遺族年金などの請求ができなくなるほか、最低でも
25年以上の保険料納付済み期間、保険料免除期間や合算対象期間がないと原則として老齢年金を受け取ることができなくなってし
まいます。保険料を納め忘れた場合は、２年以内なら納められます。また、免除されていた期間についても、10年以内なら追納する
ことができます。将来、受け取る年金が少なくならないように、追納をお勧めします。
　納めた保険料は、年末調整や確定申告をすれば、全額が社会保険料控除の対象となります。
■問合せ　保険年金課年金係（☎２３－５１４２）



大
人
が
見
せ
る
あ
い
さ
つ
が
、
子
ど
も
の
心
を
育
て
ま
す
！　
　
　
　

青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議

“
あ
い
さ
つ
”
に
つ
い
て

　

最
近
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
成
長
す
る

に
つ
れ
て
、
あ
い
さ
つ
を
し
な
く
な
る
と

い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
信
頼
す
る
大
人
か
ら

温
か
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
見

守
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
、
そ
れ
が
自
己
肯

定
感
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
も
あ
い
さ
つ
を
し
な
く
な
る
の
は
、
成

長
と
と
も
に
自
我
（
自
立
心
）
が
芽
生
え

て
、“
照
れ
る
”
気
持
ち
が
出
始
め
、
心
情

が
不
安
定
に
な
る
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
に
言
葉
を
か
け
る
際
に

は
、
こ
の
よ
う
な
特
性
も
理
解
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
民
会
議
で
は･･･

　

こ
れ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
市
内
の

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
青
少
年
育
成
会

等
の
青
少
年
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
、

あ
い
さ
つ
を
通
し
た
子
ど
も
と
大
人
の
関

わ
り
を
調
べ
、
ま
た
青
少
年
育
成
鳥
取
県

民
会
議
等
と
協
力
し
て
、
高
校
生
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、“
あ
い
さ
つ
”
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
傾
向

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

“
あ
い
さ
つ
”
４
つ
の
マ
イ
ナ
ス
傾
向

●
大
人
の
子
ど
も
に
対
す
る
見
守
り
の
声

か
け
が
消
極
的
で
あ
る
（
少
な
い
）。

●
家
族
の
間
で
お
互
い
の
思
い
や
り
が
不
十

分
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

●
若
い
保
護
者
に
は
、
自
分
の
住
む
地
域
の

人
た
ち
に
対
し
て
、
平
素
あ
い
さ
つ
を
交
わ

さ
な
い
人
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

●
大
半
の
大
人
は
、
子
ど
も
へ
の
あ
い
さ
つ

を
、
最
初
は
戸
惑
い
と
大
変
な
勇
気
を
伴
う

行
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

市
民
会
議
の
取
組
み

　

市
民
会
議
で
は
、
今
月
か
ら
向
う
２
年
間

に
わ
た
り
、
あ
い
さ
つ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
各
学
校
や
地
域
で
行
な
わ
れ
て
い
る

あ
い
さ
つ
の
取
組
み
を
、
持
ち
回
り
で
ご
紹

介
し
、
ま
た
家
庭
の
中
で
の
あ
い
さ
つ
の
習

慣
付
け
や
、「
家
庭
の
日
」
普
及
の
啓
発
を
行

な
う
予
定
で
す
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
初
め
は
“
努
力
す
る
運
動
”

か
ら
、
次
第
に
本
物
の
“
心
の
通
い
合
う
あ

い
さ
つ
”
と
し
て
根
付
く
よ
う
願
い
、
市
民

全
体
で
あ
い
さ
つ
の
輪
を
拡
げ
ま
し
ょ
う
。

皆
様
へ
の
お
願
い

　

あ
い
さ
つ
は
、
昔
も
今
も
人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で
あ
る
こ
と
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
方
か
ら
相
手
に
心
を
開
き
、
思
い

や
り
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
温
か
い
言
葉
を

か
け
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
人
間
関
係
を
心

地
よ
く
円
滑
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
日
家
庭
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
、「
お
は

よ
う
」、「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」、「
お
帰
り

な
さ
い
」
等
の
言
葉
を
か
け
、
子
ど
も
た
ち

に
温
も
り
と
安
心
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
事
務
局　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

　
　
　
　
　
（
☎
23
―
５
４
４
１
）　

青少年育成米子市民会議

　

市
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ

し
、『
生
活
充
実
都
市
・
米
子
』

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、市
長
が
各
地
域
に
伺
い
、

本
市
の
現
状
や
課
題
、
今
後

の
取
組
み
等
に
つ
い
て
説
明

し
、
皆
様
方
と
意
見
交
換
を

行
な
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。 市

政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

『
市
長
と
語
ろ
う　

い
き
い
き
米
子
の
ま
ち
づ
く
り
』

開催日時 場 所
10月３日（月） 春 日 公 民 館
10月４日（火） 尚 徳 公 民 館
10月19日（水） 夜 見 公 民 館
10月21日（金） 和 田 公 民 館
10月24日（月） 富 益 公 民 館
10月27日（木） 彦 名 公 民 館
10月28日（金） 大篠津公民館
10月31日（月） 車 尾 公 民 館
※時間は、いずれも午後７時から

　

10
月
の
開
催
予
定
は

次
の
と
お
り
で
、
そ
の

後
も
各
公
民
館
で
順
次

開
催
す
る
予
定
で
す
。

民間移管市立保育所３園の
移管先法人が決まりました
―公立保育所民営化（１次計画）―

　平成25年度から平成27年度にかけて民間移管する市
立保育所３園について、移管先法人を募集した結果、５
法人から応募がありました。外部委員を交えて構成する
「米子市公立保育所移管先法人選考委員会」で慎重に審
議し、その結果を受けて米子市として移管先法人を決定
しました。
　今後は、保護者、移管先法人及び米子市の三者で話し
合いを進め、円滑な移管とより良い保育所運営ができる
よう努めてまいります。

移管先法人
予定園 予定年度 法人名

さくら保育園 平成25年度 社会福祉法人こうほうえん
夜見保育園 平成26年度 社会福祉法人ひばり保育会
大和保育園 平成27年度 社 会 医 療 法 人 仁 厚 会
■選考委員会開催結果、選考経過、今後のスケジュール
などは、米子市ホームページでご確認いただけます。
■問合せ　こども未来課計画係（☎２３－５１７８）

　米子市立保育園で勤務いただく臨時保育士と臨
時看護師を募集しています。申込みは、履歴書と
資格証（写し）をこども未来課（本庁舎１階　☎２３
－５１７７）までご持参ください。
　くわしくは、お問い合わせください。



あ
い
さ
つ
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら　
　
　
　

青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議

子ども手当制度が変わります
受給するためには認定請求手続きが必要です（受付開始：平成23年10月11日から）

　10月から、「平成23年度における子ども手当の支給等に関する特別措置法」の施行により、子ども手当の支給額及び支給
要件等が変わります。10月分以降（平成24年２月支給予定分）の子ども手当を受給するためには、支給要件に該当する全て
の方に、認定請求手続きをしていただく必要があります。

子ども手当制度について（～平成24年３月まで）
■支給月額（子ども１人当たり）
●３歳未満（一律）　15,000円　●３歳以上小学校修了前　第１・２子…10,000円、第３子以降…15,000円　●中学生（一律）　10,000円
■支給時期　平成24年２月（平成23年10月分から平成24年１月分）、平成24年６月（平成24年２月分から３月分）
■支給対象となる子ども　中学校３年生（15歳到達後最初の３月31日）までの子どもで日本国内に住所を有する者。ただし、留学等の
場合を除く。
■支給要件（受給者となる方）
①子どもを養育する父母（未成年後見人を含む）のうち生計を維持する程度の高い方。
②子どもの父母が国外に居住している場合に、子どもを養育している方で、父母が指定した方（父母指定者）
③父母、未成年後見人、父母指定者のいずれにも養育されない子どもの生計を維持する方
④子どもが入所している児童福祉施設等の設置者　※これに伴い児童福施設等に入所している子どもの父母等は手当を受給できなくなります。
⑤父母が離婚協議等を理由として別居となった場合、子どもと同居している父または母。ただし、単身赴任等による別居を除く。
■申請手続きについて　10月分以降（平成24年２月支給予定）の子ども手当を受給するためには、認定請求手続きが必要です。なお、
公務員の方は職場での手続きとなります。
■請求受付期間　平成23年10月11日（火）～平成24年３月30日（金）
■支給開始月に関する経過措置　子ども手当は、申請月の翌月分からの支給が原則ですが、平成24年３月31日までに申請のあったも
のに限り特例が設けられています。

▼平成23年10月１日において、それ以前より引き続いて支給要件に該当している方　→３月31日までに請求すれば 10月分から支給

▼平成23年10月１日以降、平成24年２月29日までの間に、上記の「支給要件（受給者となる方）」のうち、①の未成年後見人、②、④、
⑤に新たに該当した方　→３月31日までに申請すれば、要件に該当した日の翌月分から支給
※上記以外は申請月の翌月分からの支給となります。また、10月以降に出生・転入等により新たに受給資格が生じた場合等、その都
度申請が必要になります。
■申請場所　こども未来課（市役所本庁舎１階　☎２３－５１３５）　地域生活課　（淀江支所１階　☎５６－３１１３）
※混雑することが予想されますので、時間に余裕を持ってお出かけください。
■申請案内　９月30日現在の子ども手当受給者の方には 10月中に「認定請求書」を郵送いたしますので、届いた後にお手続き（原則、
郵送申請）ください。その他、新たに支給要件に該当された方は、申請にお越しください。
■認定請求に必要なもの　米子市ホームページで確認いただくか、こども未来課（☎２３－５１３５）にお問い合わせください。

米子市民自治基本条例（原案）へのご意見募集
　米子市では、市民が主役となったまちづくりを進め
ていくための基本的な考え方を定めるために、「米子市
民自治基本条例」の策定を進めています。このたび、
条例（原案）をまとめましたので、市民の皆さんのご意
見を募集します。
　条例（原案）の資料は「米子市ホームページ」に掲載す
るほか、米子市役所市民自治推進課、淀江支所、行政窓
口サービスセンター、ふれあいの里、公民館に閲覧場所
を設けています。ご意見に対して個別には回答しません
が、米子市の考え方をとりまとめ、後日公表します。
■意見の提出方法　様式は問いませんので、住所・氏
名・連絡先を明記の上、直接ご持参いただくか、郵送・
FAX・Eメールでお寄せください。電話・口頭での受付
はいたしませんのでご了承ください。なお、いただいた
個人情報は、必要に応じ、意見の内容等を確認すること
を目的に使用するものであり、目的以外の使用はいたし
ません。提出いただいた書類はお返しいたしません。
■募集期限　10月31日（月）まで
■提出・問合せ　〒683－8686　米子市加茂町１－１
　米子市役所市民自治推進課（本庁舎４階）
　☎２３－５３７５、ＦＡＸ２３－５３５４
　Ｅメール ･･･jichiki@city.yonago.lg.jp

米子市図書館協議会委員募集
　図書館の運営について協議する『米子市図書館協議会』の
委員を募集します。
　米子市図書館協議会は、図書館の運営に関し館長の諮問に
応ずるとともに、図書館の行なう図書館奉仕につき、館長に
対して意見を述べる機関です。米子市図書館協議会は今回公
募する委員のほか、学校教育関係者、各種団体の代表者など
10人で構成します。委員の任期は２年間で、２時間程度の会
議を年２回程度開催します。
■公募人数・応募資格　２人・平成23年10月１日現在、満
20歳以上で、市内にお住まいか、通勤・通学している方
■応募方法　「増改築後の米子市立図書館に望むもの」につい
て 800字程度にまとめ、所定の応募用紙を同封の上、郵送また
はご持参ください。応募用紙は、生涯学習課窓口、米子市立図
書館カウンターにあります。また、米子市ホームページからダ
ウンロードできます。
■募集期間　10月４日（火）～10月20日（木）　※必着
■選考方法　応募書類をもとに書類選考します。
■応募・問合せ　〒683－8686　米子市東町161－２　米子市
教育委員会事務局生涯学習課　（第２庁舎３階）☎２３－５４４３
または、
〒683－8686　米子市中町８　ハピネライフケア文化広場内
　米子市立図書館　☎２２－２６１２



「
人
」
を
大
切
に
　

～
企
業
と
公
正
採
用
選
考
～

　
〝
就
職
〟
そ
れ
は
一
人
の
人
間
に
と
っ
て
、

生
き
て
い
く
上
で
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
人
生
を
左
右
し
か
ね

な
い
大
き
な
節
目
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
に
お
い
て
「
職
業
選
択
の
自

由
」
は
基
本
的
人
権
の
一
つ
と
し
て
す
べ
て

の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
雇
用
す
る
側
が
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
認
識

し
、
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
適
性
と
能
力

に
基
づ
く
公
正
な
採
用
選
考
を
行
な
う
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
就
職
差
別

を
な
く
し
、「
就
職
の
機
会
均
等
」
の
確
保

に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

１
９
７
５
年
に
多
く
の
企
業
が
『
部
落
地

名
総
鑑
』
と
い
う
図
書
を
購
入
し
て
い
た
事

件
が
発
覚
し
、
住
所
や
出
生
地
に
よ
り
応
募

者
を
排
除
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
事
件
の
反
省
を
契
機
と
し
て
、

各
企
業
に
お
い
て
、
そ
の
差
別
体
質
の
改
善

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
人
を
採
用

す
る
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
が
そ
の
目
的
に
合
わ
せ
て
採
用
方

針
・
採
用
基
準
・
採
否
を
決
定
す
る
の
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
選
考
時
に
何

を
聞
き
、
何
を
書
か
せ
て
も
よ
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
応
募
者
本
人
の
責
任
に
よ
ら

な
い
こ
と
（
本
籍
・
出
生
地
・
家
族
・
生
活
環

境
な
ど
）、
自
由
に
任
さ
れ
る
こ
と
（
思
想
・

信
条
な
ど
）
を
採
用
選
考
時
に
把
握
し
よ
う
と

す
る
こ
と
は
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
企
業
に
は
、
就
職
の
機
会
均
等

を
図
る
当
事
者
と
し
て
、
応
募
者
に
広
く
門
戸

を
開
き
、
本
人
の
適
性
と
能
力
以
外
の
こ
と
を

採
用
基
準
に
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
厚
生
労
働
省
の
指
導

の
下
、
一
定
規
模
（
鳥
取
県
の
場
合
10
人
）
以

上
の
事
業
所
等
に
お
い
て
「
公
正
採
用
選
考
人

権
啓
発
推
進
員
」
が
選
任
さ
れ
、
各
事
業
所
に

お
け
る
差
別
の
な
い
公
正
な
採
用
選
考
シ
ス
テ

ム
の
確
立
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
主
体
的
取
組
と
し
て
、

１
９
９
６
年
に
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
「
米

子
市
同
和
問
題
企
業
連
絡
会
（
現
・
米
子
市
人

権
問
題
企
業
連
絡
会
）」
が
設
立
さ
れ
、
現
在

75
社
が
加
盟
、
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

近
年
、
企
業
が
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し

て
、
人
権
・
環
境
・
法
令
遵
守
な
ど
様
々
な
分

野
に
お
い
て「
企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」

を
果
た
す
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
〝
人
権
尊
重
〟
は
普
遍
的
な
課
題
と
し

て
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
が
〝
人
を
大
切
に
〟
す
る
こ
と
で
、
未

来
を
担
う
子
供
た
ち
が
将
来
に
展
望
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
誰
も
が
個
性
や
能
力
を
活
か
し
自

己
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

第55回鳥取県美術展覧会（県展）のご案内
　鳥取県美術展覧会（県展）は、広く県民のみなさまから美術作品を募り、
優れた作品を展示することによって、創作活動の振興を図るとともに、
鑑賞の機会を提供し、美術、文化の振興に寄与することを目的として開
催されている公募展です。
　1949（昭和24）年に、県展のルーツとも言える「鳥取県文化祭美術工
芸展」が日本画・洋画・彫刻・工芸の４部門で開催され、翌年には「第
１回鳥取県美術展覧会」と現在の名称に変更され、米子・倉吉にも巡回
しました。
　本展では、洋画、日本画、書道、写真、工芸、彫刻、版画、デザイン
の８部門の入選作品および、入選作品の中から優秀な作品に贈られる県
展賞（各部門１点）、奨励賞（32点以内）を展観いたします。
　この機会に、県民の力作の数々をぜひご覧ください。

■問合せ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

県展ポスター（部分）

会期：10月８日（土）～ 10月17日（月）
［会期中無休］



　

電
気
自
動
車
を
導
入
し
ま
し
た

　

中
海
市
長
会
の
共

同
事
業
と
し
て
、
環

境
に
と
て
も
優
し
い

電
気
自
動
車
の
普
及

啓
発
の
た
め
、
２
台

導
入
し
ま
し
た
。

　

平
日
は
、
公
用
車

と
し
て
、
土
・
日
・

祝
日
は
委
託
会
社
と
の
協
働
事
業

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
観
光

客
の
方
へ
レ
ン
タ
カ
ー
（
有
料
）

と
し
て
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
急
速
充
電
器
は
米
子
市

観
光
セ
ン
タ
ー
（
皆
生
温
泉
）
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、環
境
政
策
課（
☎

23
―
５
２
５
６
）
ま
で
。

　

就
学
時
健
康
診
断

　

平
成
24
年
度
に
小
学
校
１
年
生

に
な
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を

行
な
い
ま
す
。「
健
康
診
断
の
お

知
ら
せ
」
を
、
10
月
中
旬
ま
で
に

各
家
庭
宛
て
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
ご
案
内
す
る
小
学
校
で
健
康

診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
５
４
３
４
）

　

米
子
市
戦
没
者
慰
霊
祭

　

米
子
市
戦
没
者
慰
霊
祭
を
、
次

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、
戦

没
者
遺
族
の
方
も
、
一
般
の
方
も

多
数
ご
列
席
く
だ
さ
い
。

と

き　

14
日
㈮　

午
前
10
時
～

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里　

大
会
議
室

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課

（
☎
23
―
５
５
４
９
）

　

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す

　

平
成
23
年
９
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
選
挙
人
名
簿
」
の
縦
覧
を
行

な
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
と
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

の
有
権
者
に
な
れ
ま
せ
ん
。
登
録

漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期

間
中
に
異
議
の
申
し
立
て
が
で
き

ま
す
の
で
、
必
ず
縦
覧
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

期
間

10
月
20
日
㈭
～
11
月
３
日
㈭
㈷

で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
訓
練
を
通

じ
て
、
み
ん
な
で
助
け
合
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

と
き　

22
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時
30
分

実
施
地
区　

和
田
地
区

主
会
場　

和
田
公
民
館

会
場
内
の
催
し

認
知
症
理
解
寸
劇
、
認
知
症
紙
芝

居
、
和
田
綿
づ
く
り
体
験
、
健
康

体
操
な
ど

問
合
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
５
５
）

　

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
へ

車
で
通
院
さ
れ
る
皆
様
へ

　

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
周

辺
で
は
、
午
前
中
の
診
療
時
間
帯

を
中
心
に
周
辺
道
路
の
渋
滞
が
発

生
し
て
い
ま
す
。　

米
子
市
で
は
、

こ
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
米
子
駅
前
地
下
駐
車

場
に
車
を
停
め
、
だ
ん
だ
ん
バ
ス

を
利
用
し
て
附
属
病
院
へ
通
院
さ

れ
る
場
合
、
そ
の
駐
車
料
金
と
往

復
の
バ
ス
代
を
無
料
に
す
る
社
会

実
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
利
用
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
・
附
属
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
よ
な
ご
11
月
号
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　

保
育
所
一
時
預
か
り
事
業

　

９
月
30
日
付
け
で
、
保
育
園
ベ

ア
ー
ズ
（
榎
原
）
が
一
時
預
か
り

事
業
の
実
施
を
取
り
や
め
ら
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
保
育
所
で
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
保
育
園
・
南
保
育
園
・
キ
ッ
ズ

タ
ウ
ン
24
か
み
ご
と
う
・
ひ
ば
り

保
育
園
・
五
千
石
保
育
園
・
和
田

保
育
園
・
成
実
保
育
園
・
え
ん
ぜ

る
保
育
園
・
よ
ど
え
バ
バ
ー
ル
園

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課

（
☎
23
―
５
１
７
８
）

　

米
子
市
認
知
症
徘は

い
か
い徊

見
守
り

模
擬
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
地
域
で
支
え
る
体
制
を

作
っ
て
い
く
た
め
、
認
知
症
の
人

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
設

定
の
も
と
「
通
報
～
連
絡
～
捜
索

～
発
見
・
保
護
ま
で
」
の
情
報
伝

達
訓
練
を
地
域
住
民
や
関
係
機
関

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

く
ら
し
の情

報

　
《
消
防
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

子
供
を
ラ
イ
タ
ー
火
遊
び
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

子
供
を
守
る
た
め
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ラ
イ
タ
ー
の
規
格
が
変

更
さ
れ
、
安
全
規
制
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
規
格
の
ラ
イ

タ
ー
は
、
子
供
が
簡
単
に
点
火

で
き
な
く
な
っ
て
お

り
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク

を
印
刷
し
た
ラ
ベ
ル

が
製
品
外
面
に
貼
ら
れ
て
い
ま

す
。

子
供
を
守
る
ラ
イ
タ
ー
４
か
条

ラ
イ
タ
ー
を
子
供
の
手
の
届
く
と

こ
ろ
に
置
か
な
い
／
子
供
に
ラ
イ

タ
ー
を
触
ら
せ
な
い
、
点
火
さ
せ

な
い
／
ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び
を
見

た
ら
す
ぐ
に
注
意
し
て
や
め
さ
せ

る
／
理
解
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た

ら
子
供
に
火
の
怖
さ
を
教
え
る

鳥取県立皆生養護学校
学校公開＆作品展のお知らせ
学校や子どもたちの活動の様子や、た
くさんの作品をぜひご覧ください！
■と き　26日（水）～ 28日（金）
　　　　　午前９時～正午
■ところ　鳥取県立皆生養護学校（上福原）
■問合せ　皆生養護学校支援部
　　　　　（☎２２－６５７１）



　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
援
助
・
依
頼
会
員
募
集

　

育
児
の
援
助
を
行
な
っ
て
い
た

だ
く
“
援
助
会
員
”
と
、
育
児
の

援
助
を
必
要
と
す
る“
依
頼
会
員
”

を
募
集
し
て
い
ま
す
！　

　

援
助
会
員
は
、
子
ど
も
の
好
き

な
方
・
育
児
経
験
の
あ
る
方
な
ど
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ
ば

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
依
頼
会
員

は
、
市
内
に
お
住
ま
い
か
、
市
内

に
お
勤
め
の
方
で
あ
れ
ば
会
員

（
登
録
無
料
）
に
な
れ
ま
す
。

援
助
会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会

　

子
ど
も
の
発
育
や
病
気
、遊
び
、

心
の
発
達
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

受
講
料
無
料
、
託
児
有
り
。

と
き　

24
日
㈪

午
前
９
時
10
分
～
午
後
４
時
10
分

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階

申
込
期
限　

19
日
㈬

申
込
・
問
合
せ

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
☎
32
―
０
０
１
６
）

　

太
陽
光
発
電
等
シ
ス
テ
ム
導
入

補
助
金
の
追
加
募
集
を
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
行
な
っ
て
い
た

住
宅
用
太
陽
光
発
電
等
導
入
推
進

補
助
金
の
追
加
募
集
を
し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
３
日
㈪
～
平
成

24
年
３
月
16
日
㈮

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

募
集
件
数　

60
件

補
助
金
の
額

上
限
19
万
５
０
０
０
円

補
助
金
の
内
容
・
内
訳

太
陽
光
発
電
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま

た
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
同
時
に
導

入
さ
れ
る
方
に
補
助
し
ま
す
。

①
太
陽
電
池
出
力
１
ｋ
ｗ
当
た
り

３
万
円
（
上
限
12
万
円
）

②
そ
の
他
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

ま
た
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
（
上

限
７
万
５
０
０
０
円
）

■
く
わ
し
く
は
、環
境
政
策
課（
☎

23
―
５
２
５
６
）
ま
で
。

　

美
水
の
郷
・
米
子
の
水
を
活
か

し
た
料
理
レ
シ
ピ
募
集
と
試
食
会

　

米
子
は
、
環
境
庁
の
名
水
百
選

に
選
ば
れ
た
淀
江
の
「
天
の
真
名

井
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
清

ら
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
米
子
の
美
水
と
米

子
で
生
産
さ
れ
た
食
材
を
活
か
し

た
料
理
レ
シ
ピ
を
公
募
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
レ
シ
ピ
募
集

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法
等
く
わ
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
米

子
観
光
ナ
ビ
」
で
も
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

応
募
締
切　

14
日
㈮
必
着

◆
試
食
会
（
最
優
秀
作
品
等
）

と
き　

11
月
27
日
㈰
午
後
５
時
～

と
こ
ろ　

白
鳳
の
里　

レ
ス
ト
ラ

ン
上
淀

参
加
方
法　

先
着
50
名
ま
で
無

料
・
要
申
込

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
観
光
協

会
（
市
役
所
旧
庁
舎
２
階　

☎
37

―
２
３
１
１
）

　

中
国
語
日
常
会
話
講
座

　

簡
単
で
役
に
立
つ
会
話
等
を
中

心
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
10
日
～
３
月
１
日

（
全
12
回
、
原
則
と
し
て
木
曜
日
）

▼
昼
の
部
午
後
３
時
～
４
時

▼
夜
の
部
午
後
７
時
～
８
時
。

と
こ
ろ　

市
役
所
401
会
議
室
ほ
か

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
ピ

ン
イ
ン
が
読
め
る
方
（
た
だ
し
、

今
年
度
の
入
門
講
座
を
受
講
さ
れ

た
方
を
除
く
。）

講
師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　

張チ
ャ
ン　

燕
イ
ェ
ン

男
女
が　

共
同
し
て　

参
画
す
る　

社
会
を　

目
指
し
て
い
る
の
が　

私
で
す　
　
　

市
民
応
募
作
品

受
講
料　

無
料　

※
資
料
代
1,000
円

募
集
人
員　

25
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
）

※
12
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
受
付
開
始

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

は
じ
め
て
の
韓
国
旅
行
会
話
講
座

　

簡
単
な
会
話
を
中
心
と
し
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
自
信
を
つ
け

て
韓
国
旅
行
を
し
ま
せ
ん
か
？

と
き　

11
月
15
日
～
２
月
21
日

（
全
12
回
、
原
則
と
し
て
火
曜
日
）

▼
昼
の
部
：
午
後
３
時
～
４
時

▼
夜
の
部
：
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
402
会
議
室
ほ
か

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
韓

国
語
学
習
歴
が
２
～
３
年
未
満
の

ハ
ン
グ
ル
が
読
め
る
方
で
、
こ
れ

か
ら
韓
国
に
旅
行
し
て
み
た
い
方

（
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
米
子
市

主
催
の
韓
国
語
講
座
を
２
回
以
上

受
講
さ
れ
た
方
、
今
年
度
の
入
門

講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
を
除
く
。）

講
師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　

李イ

美ミ
ヨ
ン英

受
講
料　

無
料　

※
資
料
代
2,000
円

募
集
人
員　

25
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
）

※
18
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
受
付
開
始
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

第
４
回
し
ゃ
べ
っ
て
未
来
や

育
じ
い
・
育
パ
パ
の
ベ
ビ
ー
ヨ
ー

ガ　

～
子
育
て
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ

―
ク
作
り
～

講
師　

江え

だ

み

ほ

田
美
保
さ
ん
（
ヨ
ー
ガ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）、
黒く

ろ

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん
（
ワ
―
ク
シ
ョ
ッ
プ　

デ

ザ
イ
ナ
ー
）

と
き　

８
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

募
集
人
員　

15
組
程
度（
要
予
約
、

参
加
費
無
料
）

対
象
者　

生
後
３
～
12
か
月
の
赤

ち
ゃ
ん
と
ご
両
親
か
祖
父
母

注
意
事
項　

上
の
お
子
さ
ん
の
託

児
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画

推
進
課
（
☎
23
―
５
４
１
９
）

ベビーヨーガの効果　心が通じ合い
やさしい気持ちになる／スキンシッ
プを通じて安心し、リラックスしよ
く眠れる／消化・排泄が良くなる／
血液の循環がよくなり、病気に対す
る抵抗力が付く

子育て家族のネットワーク作りの効
果　他の家族とコミュ二ケーション
をとり、情報交換することで子育て
の視野がぐんと広がります。



母
さ
ん
の
口
癖　

父
さ
ん
変
っ
た
ね　
　
　

市
民
応
募
作
品

　

米
子
市
体
力
テ
ス
ト
会

と
き　

16
日
㈰　

午
前
10
時
～
正

午
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
午

前
10
時
）

対
象　

20
歳
～
64
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
健
康
な
男
女
（
成
人
）、
65
歳

～
79
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
健
康
な
男

女
（
高
齢
者
）　　
　

※
成
人
、
高
齢
者
の
２
種
目
の
体

力
年
齢
を
測
定
し
ま
す
。
参
加
料

は
無
料
で
す
。

会
場　

米
子
市
箕
蚊
屋
体
育
館

携
行
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

運
動
靴
（
上
履
き
用
）

問
合
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

ふ
れ
あ
い
の
里
・
ミ
ニ
ぼ
ら
ん

て
ぃ
あ
祭

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

る
け
ど
踏
み
出
せ
な
い
」「
活
動

の
体
験
が
し
て
み
た
い
」
…
ま
ず

は
「
ミ
ニ
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
祭
」
を

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
体
験
他
・
情
報

の
収
集
・
相
談
な
ど
、
初
め
の
一

歩
、
次
の
一
歩
を
応
援
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き　

29
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

２
階

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ナ
ー

点
訳
・
誘
導
介
助
、
音
声
パ
ソ
コ
ン

▼
展
示
コ
ー
ナ
ー　

郷
土
の
歴
史
、

1000
人
ウ
ォ
ー
ク
写
真
展
、
東
日
本
大

震
災
義
援
金
街
頭
募
金
活
動
報
告

▼
そ
の
他　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
、

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、
ウ
ク
レ
レ

体
験
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
入
場
無
料

問
合
せ　

米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
☎
23
―
５
４
５
５
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
６
回
）

と
き　

20
日
㈭

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

テ
ー
マ　
「
体
と
気
持
ち
が
ス
ッ

キ
リ
し
な
い
人
へ
」

講
師　

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ト
レ
ス
ケ

ア
飯
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

飯い
い

塚づ
か　

浩ひ
ろ
し

さ
ん

■
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

第
15
回
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
祭

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
多
く
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の

輪
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
、
２
年
毎
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

陶
芸
、
七
宝
焼
な
ど
の
作
品
展

や
園
芸
な
ど
、
多
数
の
行
事
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き　

30
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
・
問
合
せ　

米
子
市
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
皆
生
新
田

２
丁
目　

☎
32
―
９
０
０
１
）

第28回淀江町産業祭

■と き　23日（日）　午前９時～午後３時
■ところ　米子市淀江文化センター、屋外特設会場

▼出店　淀江町内企業、団体などの特産品販売、展示、バザー

▼ 屋外ステージイベント　郷土芸能、町内サークル、お楽
しみ抽選会、スペシャルゲストライブ
（B

ベ イ ジ ー

eijy、米子市出身の女性歌手）ほか

▼こども夢広場　大ホール事業　「こども
民俗芸能発表会」（郷芸会、鬼面太鼓、荒
神神楽太鼓、花笠おどり、からす天狗伝
説）・昔遊び体験（こままわしなど）・ブラッ
クライト紙芝居など・骨粗しょう症検査

▼安心・安全まちづくり in よどえ（午前中）
はたらく車の展示（パトカー、消防車、救急車、高所作業車
ほか）／防火体験（水消火器体験、火災警報器の展示、防火衣・
ヘルメットの着衣経験など）／防災体験（起震車による地震
体験、心肺蘇生法・ＡＥＤの体験）／交通安全（簡易運転適
正診断、飲酒運転ゴーグル、お子様制服撮影、動体視力検査）
■問合せ
淀江支所よどえまちづくり推進室（☎５６－３１６４）

　日本のトライアスロン発
祥の地、米子市皆生。この
皆生の地で、障がい者によ
る水泳・ランニングの複合
競技大会『Challenged ア
クアスロン』が今年も開催
されます。
　平成20年から名称を『全日本 Challenged アクアス
ロン皆生大会』と改め、全国大会として行なっています。
　今年度は特別に、東日本大震災で被災された方にも交
流会と競技会に参加をしていただきます。
　参加するアスリートのみならず、ここに集うすべての
人々が心から楽しみ、交流の輪がひろがり、震災復興へ
つながるよう皆さんの応援をお待ちしています。
【復興支援交流会】
■とき　９日（日）午後４時～　■ところ　皆生海浜公園
【競技会】
■とき　10日（月・祝）　 ▼午前８時…受付開始

▼午前８時30分…開会式

▼午前９時30分～午後４時…競技開始・昼食・表彰式・閉会式
■ところ　鳥取県営米子屋内プール (皆生温泉 )、
　　　　　皆生プレイパーク、およびその周辺
■主催・問合せ　全日本Challengedアクアスロン皆生大
会実行委員会（NPO法人地域活動支援センターおおぞ
ら内）　☎・FAX３４－２５５６（受付：平日午前10時～
午後５時）

米子市は、第５回全日本 Challenged 
アクアスロン皆生大会を応援しています。

め
ま
い
、
頭
痛
、
胃
腸
の
不
調
、

集
中
で
き
な
い
、
意
欲
が
わ
か
な

い
、
イ
ラ
イ
ラ
、
憂
う
つ
・
・
・

な
ぜ
こ
ん
な
に
も
長
く
体
調
不
良

が
続
く
の
か
。
体
質
、
性
格
、
食

べ
物
、
生
活
環
境
な
ど
か
ら
ど
の

よ
う
な
不
調
を
き
た
し
や
す
い
の

か
。
う
つ
病
や
不
安
障
害
、
依
存

症
な
ど
の
心
身
疾
患
も
含
め
、
て

い
ね
い
に
解
説
し
ま
す
。



相
手
を
思
い
や
る
心　

み
ん
な
で
養
う　

参
画
社
会　
　
　

市
民
応
募
作
品

平成23年度（第47回）

■会場　米子市文化ホール　メインホール
■時間　午後２時～４時（開場午後１時30分）
　　　　※閉講式は午後３時10分～

■受講料　年間 1,000円
※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。
　【公開講座】は無料です。
■申込方法
　講座の開催日に、会場でお申し込みください。
　電話申込みはできません。
■問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

▼これからの講座
とき 内 容

第
９
回

10月
３日

（月）

「邪馬台国山陰説」
　～古代日本の中心は山陰地方だった～
　島根県立大学北東アジア地域研究センター　市民研究員
　米子医療生活協同組合　専務理事
　古代史研究家　田

た

中
なか

文
ふみ

也
や

 さん

第
10
回

10月
24日

（月）

「スポーツで観光振興」
　スポーツ観光マイスター　小

お

原
ば ら

　工
たくみ

さん

第
11
回

11月
21日

（月）

【公開講座】
「いきいきプラン2011
～第２次総合計画とあしたに向けたまちづくり～」

　米子市長　野
の

坂
ざ か

康
や す

夫
お

閉講式　米子市教育長　北
き た

尾
お

慶
け い

治
じ

※とっとり県民カレッジ連携講座です。

ダンス・フェス１
ワ ン

DANCE feS　WAN ver.３
出場者募集

　米子市文化ホールを舞
台に開催されるダンスの
祭典「ダンス・フェス１」。
今回もホールが２日間ダ
ンス一色に染まります。現
在「ダンス・フェス１」で
は出場チームを大募集！
もちろんダンスのジャンルは問いません。ストリート、
HipHop、バレエ、ジャズ、フラダンス、フラメンコ、ボー
ルルームダンス、チア etc. ダンスならなんでもご応募く
ださい！
■と き　平成24年２月11日（土）、12 日（日）
■と こ ろ　米子市文化ホール　メインホール
■ジャンル　オールジャンル
■募 集 数　各日とも 20組程度
　（応募団体多数の場合、主催者による選考とします）
■出 場 料　１団体　2,000円
■申込締切　10月31日（月）
■申込・問合せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１） 米子市文化ホール開館20周年記念事業

チェン　ミン　二胡コンサート
　中国楽器「二

に こ

胡」を日本に伝えた火付
け役であるチェン　 ミン。演奏曲目は、
NHK 大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」
のテーマ曲、蘇州夜曲などの予定。地元
の和楽器演奏家で構成する「とっとり邦
楽合奏団」との「日中の弦の共演」もあ
ります。この機会をお見逃しなく !!
　チケット好評発売中。お早めにお買い
求めください。

■と き　９日（日）開場午後２時30分（開演午後３時）
■ところ　米子市文化ホール　メインホール
■入場券　【全席自由】　2,500円（2,000円）
※入場券完売の場合、当日券はありません。
※（　）内は、feel（文化ホール・公会堂・淀江文化センター）
友の会会員、70歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方および
付添いの方１名の料金。
■くわしくは米子市文化ホール（☎３５－４１７１）まで。

平成 23年度文化庁優秀映画鑑賞推進事業

　銀幕に映し出される昭和の時代。市川崑監督の４作品をお
楽しみください。

▼ 12日（水）　細雪 (10:00 ～ 12:20)
　　　　　　　野火 (13:30 ～ 15:15)

▼ 13日（木）　おとうと (10:00 ～ 11:40)
　　　　　　　東京オリンピック (12:45 ～ 15:35)
■入場券（各日）　前売 500円　当日 700円
※売り切れる場合があります。お早めにお買い求めください。
※10月13日の入場券に記載している上映時間に誤りがあり
ました。正しくは上記上映
時間です。訂正しておわび
いたします。
■会場
　米子市文化ホール
■問合せ
　米子市文化ホール
　（☎３５－４１７１）

2011 花とみどりのフェア
グリーンフェスタ in よなご

育くもう　花とみどりのある暮し
■と き　15日（土）～16日（日）
　　　　　（両日午前９時～午後５時）
■ところ　弓ヶ浜公園（わくわくランド跡地周辺）
■イベント内容　見本庭園の展示、緑の相談室コーナー、花
木苗・種のプレゼント（両日１日２回）、クイズにチャレンジ（正
解者に苗木プレゼント、なくなり次第終了）、モデルガーデン
展示、とっとり花回廊特別出張教室（15日のみ）、チャ
リティオークション、飲食コーナー、キッズコーナー
※内容は変更になる場合があります。
■問合せ　（社）鳥取県造園建設業協会西部支部
　　　　　（山陰緑化建設㈱内　☎３３－０６５５）　



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

万 能 町
住 宅 万 能 町 B302 中層耐火

４ 階 建 3K 10,600
～12,100 S46

上 福 原
住 宅

皆生温泉
４ 丁 目 56R2 304 中層耐火

５ 階 建 3DK 16,100
～31,600 S56

上 福 原
住 宅

皆生温泉
４ 丁 目 56R2 501 中層耐火

５ 階 建 3DK 16,100
～31,600 S56

皆 生
住 宅 皆 生 8R1 104 中層耐火

３ 階 建 2LDK 21,700
～42,600 H8

シルバーハウジング

■申込受付期間　３日（月）～７日（金）
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■シルバーハウジング
生活援助員派遣事業の対象住宅で、所得税課税世帯については、
住宅家賃以外に、派遣手数料が必要となります。60歳以上の方

（配偶者は除く）のみの世帯が対象で、配偶者以外で 60歳未満
の同居者がある世帯は、お申込みができません。
■入居者の資格や申込みに必要な書類については、建築住宅課、
淀江支所地域生活課にある住宅申込書でご確認ください。
■入居選考方法　12日（水）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　11月１日（火）
※次回の市営住宅入居者募集は 11月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

また、店舗（所在地：東町　27.66㎡　家賃月額 33,000円）
の募集もしています。くわしくはお問い合わせください。

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 11日（火）・
11月10日（木）午後１時～４時／市役所第２庁舎１階相
談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
■多重債務・ヤミ金融等相談会

多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 18日

（火）午後１時30分～４時／米子コンベンションセンター
／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリン
グ・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日
午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁
舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■無料法律相談
10月１日から７日までの「法の日」週間にちなみ、裁
判所、法務省及び弁護士会の共催により、鳥取県弁護
士会による無料法律相談を行ないます。 ▼５日（水）午
前10 時～午後３時／鳥取地方・家庭裁判所米子支部／
定員 30 人程度（当日受付順）／問鳥取県弁護士会（☎
０８５７－２２－３９１２）
■国民健康保険料などの夜間納付相談

日中、仕事などのため国民健康保険料・後期高齢者医療
保険料の納付相談などができない方を対象に、夜間相談
に応じます。 ▼ 18日（火）午後８時まで／市役所保険年
金課（本庁舎１階）／問保険年金課（☎２３－５１２４）
■農地相談

日ごろ困っている農地のことについて、農業委員が相
談に応じます。 ▼ 20日（木）市役所本庁舎402会議室…
午前10時～正午（受付：午前10時～ 11時30分）、加茂
公民館（１階学習室）…午後２時～４時（受付：午後２時
～３時30分）／問農業委員会（☎２３－５２７７）
■登記相談会

土地建物の売買・相続・贈与等、建物新築・増築・取壊、
土地分筆、地目変更などの不動産登記関係、会社の設
立、増資、役員変更、事業承継などの商業・法人登記
関係について、無料で相談に応じます。鳥取地方法務
局・鳥取県土地家屋調査士会・鳥取県司法書士会共催。

▼ 16日（日）午前10 時～午後４時※当日会場受付。／
鳥取地方法務局米子支局（旗ヶ崎）／問鳥取地方法務局

（☎０８５７－２２－２１９１）
■年金・労務の無料相談会

社会保険労務士が無料で年金や労働問題の相談に応じ
ます。年金に関する相談には、「ねんきん特別便」、「ね
んきん定期便」、「年金手帳」などをご持参ください。
予約不要。なお、年金の相談は本人以外の場合、委任
状が必要です。11月11日（金）午前10時～午後３時／
市役所第２庁舎第１会議室（２階）／鳥取県社会保険
労務士会米子支部　浦

う ら

部
べ

さん（☎２２－４２３９）
■無料調停相談会

交通事故、金銭の問題、土地建物の問題、離婚問題、
相続の問題などについて、調停委員が無料で相談に応
じます。／ 26日（水）午前10時～午後３時／文化ホー
ル／鳥取地方・家庭裁判所事務局総務課（☎０８５７－
２２－２１７１）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

み
ん
な
の
笑
顔
が
、
ご
馳
走
だ　

笑
顔
が
つ
く
る
豊
か
な
社
会　
　
　

市
民
応
募
作
品

行政相談週間
　行政相談制度は、役所の仕事についてのご意見、ご要望や
お困りごとを受け付け、公平・中立の立場から、その解決の
促進などを図り、行政の制度や運営の改善に反映しようとい
う制度で、平成23年度で 50周年を迎えました。
　総務省では、この制度の利用を促進するため、行政相談週
間を定め、この期間を中心に行政相談所の開設などの諸行事
を重点的に行ないます。いずれも相談は無料です。お気軽に
ご相談ください。

◆委員による相談所◆
　米子市では、４人の行政相談委員（総務大臣が委嘱）が、毎
月２回市役所を会場に相談所を開いています。予約不要。
■と き　６日（木）・25日（火）・11月２日（水）
　　　　　いずれも午後１時～４時
■ところ　市役所本庁舎４階 402会議室
■問合せ　市民相談課（☎２３－５３７８）

◆米子合同行政相談所◆
　行政機関などの直接相談のほか、弁護士、司法書士による
法律相談もあります。弁護士による相談は予約が必要です。
鳥取行政評価事務所（☎ 0857-24-5542）まで。
【参加機関】　鳥取地方法務局米子支局、人権擁護委員、鳥取労
働局、日本年金機構米子年金事務所、米子税務署、鳥取県、米
子市、弁護士、司法書士、行政相談委員、鳥取行政評価事務所

■と き　21日（金）午後１時～４時
■ところ　「ふれあいの里」４階会議室
■問合せ　鳥取行政評価事務所（☎０８５７－２４－５５４２）
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
ところ　保健センター ( ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場
合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（BCG）◆
対 象 児 接 種 日

H23年６月28日～７月13日生 10月13日（木）
H23年７月14日～７月27日生 10月27日（木）
H23年７月28日～８月８日生 11月８日（火）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受け
ていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H22年12月生 １回目の接種を受けていない
方は、下記の日程で１回目、
２回目を受けてください。

10月26日（水）
H23年１月生 11月30日（水）
H23年２月生 10月12日（水） 12月15日（木）
H23年３月生 11月２日（水） １月31日（火）

▼７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてくだ
さい。６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は
６週間以上であれば、いくら長くてもかまいません。

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

10月17日（月）
河 崎

河崎団地集会所 午前９時10分～９時50分
松本鍼灸整骨院隣 午前10時10分～10時40分
河崎四軒屋バス停横空地 午前11時～11時20分
芝谷・磯村一義氏宅前 午前11時40分～正午
伯母山会館 午後１時30分～１時50分
河崎公民館 午後２時10分～２時40分

10月25日（火）
福生東

10区集会所 午前８時50分～９時10分
福生体育館 午前９時30分～10時
福生３区公民館 午前10時10分～10時20分
８区・福原公園 午前10時40分～11時
福生東公民館 午前11時20分～11時50分
かんぽの宿皆生 午後１時20分～１時40分

巌
今在家公会堂 午後２時10分～２時40分
二本木共同作業場 午後２時50分～３時10分
箕公民館 午後３時20分～３時40分

10月26日（水）
巌

近畿薬品米子営業所 午前９時～９時30分
浦津公民館 午前９時40分～10時
巌公民館 午前10時20分～11時40分
上蚊屋公民館 午後１時10分～１時30分
熊党・繪原幸夫氏宅裏 午後１時50分～２時10分

大高 大高公民館 午後２時30分～３時

10月27日（木）
大 高

前田隣保館 午前９時～９時20分
大神山神社境内 午前９時30分～10時
城園ハイツ集会所 午前10時10分～10時30分
石田公民館 午前10時40分～11時
下郷集会所 午前11時20分～11時50分
岡成・船越商店前 午後１時20分～１時40分
上泉・堂成（どうなり） 午後１時50分～２時10分
下泉公民館 午後２時30分～２時50分

11月７日（月）
五千石

福市つつじヶ丘集会所 午前９時～９時30分
安養寺 午前９時40分～10時
福市市営住宅集会所 午前10時10分～10時30分
八幡２区公民館 午前10時50分～11時10分
八幡３区公民館 午前11時20分～11時30分
五千石公民館 午後１時～１時20分
諏訪・五千石郵便局隣駐車場 午後１時30分～１時40分

永 江 永江７区集会所 午後２時～２時20分
永江公民館 午後２時40分～３時20分

11月８日（火）
春 日

柳谷一夫氏宅米子側 午前９時10分～９時20分
赤井手公民館 午前９時40分～10時
一部公民館 午前10時20分～10時30分
水浜・宝善院駐車場 午前10時50分～11時
東八幡共同作業場 午前11時20分～11時30分
春日公民館 午後１時～１時20分
豊田公民館 午後１時40分～２時
十日市公民館 午後２時10分～２時20分

■対象者　 ▼胸部レントゲン検査…40歳以上の方
　　　　　※たんの検査は別途条件があります。
■自己負担金　市民税課税世帯の方…300円（たんの検査は 900円
追加）、70歳以上の方・市民税非課税世帯の方…100円（たんの検査
は 300円追加）、生活保護世帯の方…いずれも無料
■受診券　受診の際に、健診受診券の中にある「結核・肺がん検診受
診券」を必ずご持参ください。くわしくは地区回覧でご確認ください。
アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される方は、
問診の際にお申し出ください。

胃がん集団検診日程
10月23日（日） ※ふれあいの里 午前７時30分～10時
10月25日（火） 米子市淀江支所 午前８時～９時30分

10月26日（水）
宇 田 川 分 館 午前７時30分～８時
大 和 分 館 午前９時～９時30分

11月１日（火） 淀 江 公 民 館 午前８時～９時30分

11月２日（水）
福生東公民館 午前７時30分～８時
福生西公民館 午前９時～９時30分

11月８日（火）
福米東公民館 午前７時30分～８時
福米西公民館 午前９時～９時30分

※10月23日（日）の休日検診は、事前に予約が必要です。
先着順に予約を承りますので、ご希望の方は、健康対策
課（☎２３－５４５２）へお早めにお申し込みください。
■前日の夜９時以降は絶飲食の上、お出かけください。
　起床時から検査が終わるまで、喫煙・ガムはご遠慮く
　ださい。
■当日は必ず受診券をご持参ください。
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　県赤十字血液センターでは次の会場で献血を行ないます。
　医療に必要な血液は、多くの人々の善意と協力で確保され
ています。ご理解とご協力をお願いします。

献血会場 受付時間

12日（水）米子合同庁舎・税務署 午前10時～11時30分
和田浜工業団地簡易郵便局 午後２時20分～４時10分

14日（金）米 子 鉄 鋼 会 館 午後２時15分～４時

29日（土）住 吉 公 民 館 午前10時～正午
マ ル イ 車 尾 店 午後１時20分～４時30分

※献血ルーム「ひえづ」（イオン日吉津東館１階）でも行なっ
ています。くわしくは、鳥取県赤十字血液センター（☎３８
－７１９４）までお問い合せください。

お子さんは二種混合予防接種を受けられましたか？
　二種混合予防接種とは、ジフテリアと破傷風の予防接種で
す。ジフテリアは近年国内ではまれですが、海外から菌が持
ち込まれて流行するおそれがあります。症状は高熱、のどの
痛み、犬吠様の咳などで、発病後２～３週間後に菌の出す毒
素によって神経麻痺や心筋障害を起こすことがあります。破
傷風は土の中にいる菌が原因ですが、軽い傷からでも感染し
ます。菌の出す毒素のため、口が開かなくなったり、けいれ
んをおこしたり、死亡することもあります。
　今回の二種混合予防接種は、これらの病気への免疫を作る
チャンスです。
※二種混合は、幼児期に三種混合を受けられた追加の意味で
接種します。三種混合を受けていない場合は、医療機関にご
相談ください。
■対象年齢　11歳以上～13歳未満
■接種を受ける場所　米子市が委託した医療機関（要予約）

米子市ホームページ、ごみ分別収集カレンダー・国保ガイ
ドに掲載しています。
■料金　無料　　　■持参するもの　母子健康手帳
※予診票は医療機関にあります。必ず保護者同伴で接種を受
　けてください。

【お知らせ】
年長さん、中学校１年生、高校３年生の方
麻しん風しん混合予防接種はお済ですか？

平成24年３月31日まで無料で接種できます。インフルエ
ンザが流行する時期は医療機関が混み合いますので、早め
の接種をおすすめします。

おわびと訂正
「広報よなご９月号」17ページ「日本脳炎予防接種のお知らせ」
の記事に誤りがありました。おわびして訂正いたします。

誤…平成７年６月１日までにお生まれの方は
正…平成７年６月１日以降にお生まれの方は

ねこの避妊・去勢手術の助成
　鳥取県獣医師会で、ねこの避妊・去勢手術の助成を行
ないます。ご希望の方は、所定の申込書で鳥取県獣医師
会にお申込みください。申込書は、市役所１階総合案内、
健康対策課（ふれあいの里３階）にあります。
■申込期限　11月15日（火）消印有効
■助成予定頭数　125頭（応募者多数の場合は抽選）
■助成金額　避妊手術 5,000円　去勢手術 3,000円
■申込・問合せ　鳥取県獣医師会（☎０８５７－５３－４３００）

子宮頸がん予防ワクチンの助成をしています
　できるだけ平成24年３月末までに接種をしてください。
来年度の実施については未定です。
◆中学１年生～高校１年生相当年齢
新たに承認されたワクチン（ガーダシル）が加わりました。
どちらのワクチンも公費助成の対象です。医療機関で相談
し、接種できるほうを受けてください。サーバリックス（初
回接種から１か月および初回接種から６か月後）または
ガーダシル（初回接種から２か月および初回接種から６か
月後）、いずれか同じワクチンを３回接種してください。
◆高校２年生相当年齢
９月までに初回接種を終了した方の２回目、３回目接種
は助成対象になります。

がん検診推進事業
対象の方に、大腸がん検診
無料クーポン券を発送しました

　日本のがん検診受診率を 50％にあげることを目標とし
てふしめ年齢の方を対象に、大腸がん検診を実施します。
検診は無料です。対象の方には、無料クーポン券を９月
中旬に郵送しています。無料クーポン券と保険証をお持
ちになって医療機関におでかけください。検診期間は12
月末までです。早めの受診をおすすめします！

対
象
の
方

年 齢 生 年 月 日
40歳 昭和45年4月2日～昭和46年4月1日
45歳 昭和40年4月2日～昭和41年4月1日
50歳 昭和35年4月2日～昭和36年4月1日
55歳 昭和30年4月2日～昭和31年4月1日
60歳 昭和25年4月2日～昭和26年4月1日
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チャレンジ・ザ・ゲーム
（協力：西部レクリエーション協会）
10日（月・祝）午前の部…午前
10時～正午、午後の部…午後１
時～３時、対象：幼児～大人。ボー
ルや縄を使ったニュースポーツ
を楽しみます。自由参加、無料。
天体観測会「木星をみよう」
22日（土）午後７時30分～、
対象：どなたでも可、20組、
無料。８日（土）から電話受付。
プラネタリウム「月」の学習投影
10月毎週土曜日 午後１時～
１時40分、小中高校生無料、
大人300円。小学４年の理科
学習に役立ちます。
プラネタリウム「今夜見える
星空と全天周番組」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・３・
４時の投影。幼児・70歳以上
無料、小中高校生 50円（土・日・
祝は無料）、大人 300円。
秋のバラ展（共催：米子バラ会）
29日（土）、30日（日） 午前10
時～午後４時。館内外でバラ
の香りをお楽しみください。
入場自由、無料。
木のおもちゃクラブ「もくも
く」初心者の日
26日（水）午前10時～正午、
対象：大人。はがきサイズの
木のパズル作り。参加費450
円、５日（水）から電話受付。

百人一首かるた教室
（主催：鳥取県かるた協会）
23日（日）午後１時～４時。
対象：幼児～大人。百人一首
競技かるたの練習会と初心者
向けの教室。自由参加、無料。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、0～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
紙芝居のじかん
15日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
おはなしのへや（協力：朗読
ボランティア火曜の会）
９日（ 日 ）午 前11時 ～11時
30分、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（協力：
おはなしグループだくちる）
22日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談「ままこん」
26日（水）午前10時～正午、
自由参加、無料。元保育士の
方々が、子育て中の保護者の
悩みにお答えします。
みなとやまプレーパーク

（協力：みなとやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日、午前10時～午後４
時30分。屋外に冒険遊び場を
開園。対象：幼児～大人。無料。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込。（１週間前まで）

第55回鳥取県美術展覧会（県展）
県民から公募した作品（洋画・
日本画・書道・写真・工芸・
彫刻・版画・デザイン）の内、
入選作品等を展示します。
会期：８日（土）～17日（月）

［会期中無休］観覧料：無料
常設展Ⅱ「生誕110年記念　
収蔵品による笹鹿彪展」
米子市出身の洋画家・笹

さ さ

鹿
か

彪
ひょう

（1901～1977）の生誕110年
を記念し、収蔵品の中から笹
鹿作品と資料を展観します。
会期：10月30日（日）～11月
27日（日）［毎週水曜日休館］
観覧料：一般 310（260）円
※（　）内は 15名以上の団体
料金。大学生以下の方、70
歳以上の方、障がいのある方

（付添いの方１名含む）、米子
市美術館後援会会員は無料。
第３回ミュージアムスクール
「美術上映会」
「レンブラント ―光と影の自
画像―」と「ラ・トゥール ―
甦った光の画家―」を上映。
23日（日） 午後２時～３時30
分、第５展示室、参加無料、
定員40名程度、申込不要。
※くわしくは美術館まで。
■開館時間
午前10時～午後６時

中村一忠と八
はちまん

幡神社展～速報～
会期：28日（金）～12月４日（日）

［会期中無休、観覧無料］
　今年３月、東

ひ が し や わ た

八幡に鎮座す
る八

は ち ま ん

幡神社で、初代米子城主
の中

な か む ら か ず た だ

村一忠が奉納したとさ
れる、中国地方で最古級の
三十六歌

か せ ん が く

仙額24枚と、江戸

時代の和歌関連資料などが見
つかりました。当時の歴史を
知る貴重な資料として注目が
集まり、現在、米子高専准教
授　原

は ら

　豊
と よ じ

二さんを中心に調
査が進められています。
　また、その他にも社殿の棟
札や古文書などの貴重な資料
も多数発見されています。
　本展示では、その貴重な資
料をお借りし、米子城の素地
を築いた中村一忠の足跡や八
幡神社の歴史的価値を広く市
民の皆さんにご紹介します。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

史跡青木遺跡ガイドツアー
青木遺跡の発掘成果をスライ
ド、出土品等で解説した後、
史跡青木遺跡を巡ります。
23日（日）午後１時30分～３
時30分、定員30名、資料代
100円。電話・FAX にて申
込受付中。
■開館時間
午前９時～午後５時
■今月の休館日　催事開催日
を除く毎週土、日、祝

つつじ読書会
１日（土）午後２時、大会議室、

『田
た

辺
な べ

聖
せ い

子
こ

の古典まんだら』
（上　後半）　田辺聖子：著　
新潮社
楽しく漢文に学ぶ会
２日（日）午後１時30分、特
設文庫室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしの

児童文化センター
（☎ 34－5455）

米子市美術館
（☎ 34－2424）

市 立 図 書 館
（☎ 22－2612）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）

埋蔵文化財センター
（☎ 26－0455）



有

料

広

告

ぎんか、第４木曜：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分、
親子読書コーナー。絵本の読
み聞かせ・わらべうた・紙芝
居・パネルシアターなど。
古文書研究会
29日（土） 午後１時30分、大
会議室。「新修米子市史近世」
関連史料から「鹿島重好御用
日記」（維新変動期の米子町）
を読む。講師：山

や ま ふ じ

藤良
り ょ う じ

治さん
ビジネス支援
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
21日（金）午後２時～４時、
特設文庫室、予約先：日本政
策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
「特許無料相談」（要事前申込）
25日（火）午前10時30分～
午後４時、特設文庫室。主催・
予約先：米子市立図書館（☎
２２－２６１２）
「就農相談会」（要事前申込）
23日（日）午前10時～午後
３時、特設文庫室。主催：（財）
鳥取県農業農村担い手育成機
構西部支所（☎３１－９６４４）
特別資料整理による休館日
10日（月）～19日（水）は、
特別資料整理期間で休館とし
ます。本の返却は、入口横の
返却口からお願いします。
図書館まつり
11月５日（土）・６日（日）

▼ 本の市　お好きな本をお持
ち帰りください。 ▼おはなし
会　紙芝居、絵本の読み聞か
せ、パネルシアターなど。

▼絵本づくり　色を塗って折
るだけ。簡単な絵本づくりで
す。 ▼手作りバッグ　美しい
絵本のカバーでバッグづくり。
■開館時間
午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜

日、10日～19日（特別資料
整理）、30日（月末資料整理）

コハクチョウ初飛来日当てク
イズ2011
今年のコハクチョウの初飛来
日を予想しましょう。正解者
には記念缶バッチをプレゼン
ト。さらに、正解者の中から
抽選で１名様にハクチョウの
ぬいぐるみをプレゼント。
入館者対象。応募は１人１回。
応募用紙にご記入の上、応募
箱に入れてください。ハガキ、
FAX、メールなどの応募は
不可。募集期間：コハクチョ
ウが初飛来するまで。会場：
水鳥公園ネイチャーセンター
自然観察会「名ハンター、オ
オタカを探そう！」
水鳥公園に獲物を探しにやっ
てくるオオタカを観察しま
す。８日（土）午前10時～11
時30分、対象：小学生～大人、
当日受付、入館料300円集合：
水鳥公園ネイチャーセンター
手作り自然教室「手作りの竿
でゴズを釣って料理しよう！」
この時期が旬のゴズ（マハゼ）
を自分で作った竿で釣り、美
味しく料理します。16日（日）
午前９時～午後１時、対象：
小学生～大人、先着 15名、
要予約、材料費 500円。集合：
水鳥公園ネイチャーセンター
第２回コハクチョウとギターの調べ
昔なつかしのフォークソング
やギターの生演奏をお楽しみ
いただきます。出演：六弦倶
楽部。11月３日（木・祝）午
後２時～６時、対象：大人向
け（子どもの同伴可）、入館
料 300円、会場：水鳥公園
ネイチャーセンター視聴覚室

第16回彦名・水鳥ふれあい
中海ウォーキング大会
水鳥公園周辺の中海の湖岸を
歩きながらクイズをします。
トン汁の炊出しや参加記念
品のプレゼントがあります。
30日（日）午前10時～正午（当
日受付、受付は９時30分～）
※雨などで中止の場合…予備
日：11月３日（木・祝）
集合：粟嶋神社前駐車場、ゲ
スト：小

お

原
ば ら

　工
たくみ

さん
■水鳥公園のイベントは、とっ
とり県民カレッジ連携講座です。
■開館時間
午前９時～午後５時30分
※11月から、平日：午前８時
30分～午後５時30分、土・日・
祝：午前７時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日

10月ロビー展「キルトキャ
ンパス＆段塚芙美の世界」
キルト／杉原瑞子さん
陶芸品／段塚芙美さん

■入園料
大人 200円、小・中学生 50円。

（市内にお住まいの方の料金。
受付でお申し出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日　第２・第４水曜日

素鳳コレクション「わたしの
おともだち～抱き人形展・西
洋人形から市松人形まで～」
幼き日の思い出…おままごと
遊びの世界に人形は欠かせな
いものでした。そんな懐かし
いお人形に会いに来てくださ
い。13日（木）～12月11日（日）
企画展「米子の先人画家たち展」
米子のかけがえのない著名な
先人画家たち 22名の絵画を
展示。13日（木）～11月６日（日）
■入館料
250円（小学生以下無料）
■開館時間
午前９時～午後５時
■休館日　第２・第４火曜日

米子水鳥公園
（☎ 24－6139）

伯耆古代の丘公園
（☎ 56－6817）

素鳳ふるさと館
（☎35－0175：米子市観光センター）

市民大茶会
■ 16日（日）午前10時～午後４時　湊山公園内日本庭園

　米子城跡を望む湊山公園で、誰でも気軽に参加できる野
の

点
だ て

茶
会を開催！　市内の学校、茶道グループが琴の演奏の中、それ
ぞれが趣向を凝

こ

らした茶席を設け、お点
て

前
ま え

を披露します。茶席
の他にも、うどん・そばコーナーなどもあります。秋のひとと
きを市民大茶会で過ごしましょう！

【茶券】３席セット券 1,000円、１席券 400円、学生・児童券250円
【市民大茶会特製てまり弁当】1,000円（要予約 10/7 まで）

【米子城山歴史散策】
無料。米子下町観光ガイドがご案内。要予約（10/11まで）。
時間：① 10：00～　② 13：00～。参加者に１席券を進呈！

【中海屋形船遊覧】
料金：大人 1,800円、小学生以下 900円　特別割引料金。要
予約（10/7まで）。時間：① 10：00～　② 11：40～　③ 13：
20～　④ 15：00～。参加者に１席券を進呈！
■申込・問合せ　市民大茶会実行委員会（米子市観光協会内）
　　　　　　　　☎３７－２３１１



米子市の人口と世帯数　平成23年９月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,191人（＋98人）　男性 71,314人（＋38人）　女性 78,877人（＋60人）　世帯数 63,613世帯（＋19世帯）

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@city.yonago.lg.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　水鳥公園のネイチャーセンターには、人だけではなく、様々な生き物た
ちも入館してきます。例えば、秋になるとカトリヤンマというトンボがよ
く入館してきます。
　私は、屋外ではあまりカトリヤンマに出会ったことがありません。ほと
んどの場合、ネイチャーセンターの中に迷い込んで、窓際でバタバタして
いるところに出会います。
　カトリヤンマは夕方に活発に飛び回り、名前のとおり蚊などの飛んでい
る虫を捕えて食べます。おそらくカトリヤンマは、蚊を探して園内を飛び
回っているうちに、つい窓からネイチャーセンターの中に迷い込んでしま
い、外へ出られなくなってしまうのでしょう。
　野外で飛んでいるカトリヤンマを捕まえるのは難しいですが、窓際でバ

タバタしているときは簡単に手で捕まえることができます。カトリヤンマを手にとってみると、その大きな目の美しさに
目を奪われます。カトリヤンマの目は深く透き通っていて、緑色や青色に複雑に輝いています。見る角度によって変化す
るその色彩は、見飽きることがありません。
　また、その姿形も見事です。パリパリとした手ざわりの大きな翅

はね

は、とても薄いのに丈夫で、くしゃくしゃになりません。
また、胸には翅

は ね

を動かす筋肉が詰まっていて、4 枚の大きな翅を力強くはばたかせることができます。さらに、細くしな
やかなお腹や、体に沿ってぴったりと折りたたむことができる６本の脚は空気抵抗を抑えていて、まさに空を自在に飛び
回るために進化した、究極の体型です。
　カトリヤンマがネイチャーセンターに迷い込んでしまうことは、私にとっては手に持って観察できる貴重な機会ですが、
カトリヤンマにとっては命にかかわる災難です。私は、カトリヤンマがネイチャーセンターに迷い込んでくるたびに、か
わいそうだと思う反面、その美しい姿を鑑賞できるという嬉しさもあり、いつも複雑な気持ちで捕まえては外へ逃がして
います。
　皆さんも、生きたトンボを手にとる機会がありましたら、その美しい目の色と洗練された姿を観察してみてはいかがで
しょうか。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
カトリヤンマ

10月に見られる水鳥公園の生きものたち
マガン、コハクチョウ、キンクロハジロやホシハジロなどのカモ類、オオタカやチュウヒなどの
タカ類、カイツブリ、カワウ、アオサギなどのサギ類　など。

「よなごの宝88選」から
　中島神社のタブノキ（巨木：クスノキ科）　 《宝No.15》　　蚊屋

　タブノキは主に暖かい地方に多い常緑の高木で、５～６月頃、新緑とともに
黄緑色の細かな花を多数咲かせます。実は１㎝くらいの球形で、７月頃に黒藍
色に熟します。
　別名を犬楠（イヌグス）といい、材質がやや硬く、楠に似ているものの、楠よ
り劣るためにその名がついたといわれます。枝葉には粘液が多く、乾かして粉
にしたものは、線香や蚊取線香の粘結材として用いられています。
　タブノキはタモノキとも呼ばれます。「タブ」と「タモ」は同源で、「霊

たま

」に
由来し、「霊の木」であることから、寺社の境内によく植えられています。樹
冠を広げた大径木となり、荘厳な樹形となるため、御神木として祀られること
が多くあります。
　中島神社のタブノキは、市内の樹木の中で最も大きいもので、幹周りが 5.63
ｍ、樹高が 17mあります。推定樹齢は 400年以上とみられます。

お知らせ　第16回よなご88探宝会　10月23日（日）午後１時～４時、五千石界隈（要玄寺、巨勢神社、諏訪神
社など）、定員 30名、参加費 500円。申込方法：住所・氏名・電話番号を明記の上、郵便またはFAXで「よな
ごの宝88選事務局」（東町161－2　文化課内、FAX23－5414）まで。
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